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　2010 年に『協う』（『くらしと協同』の
前身誌）第 119 号で、「若い世代の職員が
考える魅力ある生協とは」というテーマの
座談会を行った。この座談会は、入協後３
～５年の配送担当職員にお集まりいただい
たのだが、奇しくもみな女性であった。女
性の場合、キャリアアップの過程を男性と
同じように考えるのは難しい面がある。座
談会４年近くが経過し、この間に、公私と
もにどのような変化があったのか、それに
伴って働き方はどう変化したか、今、働く
上でどんなことを考えているのかなどを伺
うべく、再び４名のもとを訪れた。

　現在も、当時と同
じ支所で働くのは生
活協同組合おおさか
パルコープ寝屋川支
所の古山陽子さんで
ある。彼女は今、８
名の配送担当職員を
束ねるチームリー
ダーである。チーム

リーダーに指名されたのは、入協５年目
だった３年前のこと。サブリーダー経験が
ないまま、多くの先輩職員を飛び越えて

リーダーに抜擢されたことに、当時はかな
りの葛藤があったという。
　しかし、いつまでも甘えているのではな
く、リーダーに指名してくれた人々の期待
に応えられるようになりたいと、自身の振
る舞い方を考えるようになった。きっかけ
は、同僚職員、組合員、センターのパート
職員など多くの人から " 見られている " こ
とを感じるようになったからである。他人
から見られているとマイナス面を指摘され
ることもあるが、仕事面体調面などがつら
いときには、自分が申し出るよりも先に、
周囲がフォローの手を差し伸べてくれるこ
ともあり、仕事を円滑に進められている。
他にも、リーダーとチームのメンバーの関
係は、チームのメンバーと配送に行く組合
員の関係に直結していることに気付いたの
も大きい。今は対職員でも、対組合員でも
同じこころがけで接することを忘れないよ
うにしている。
　現在、古山さんはこまやかな気配りなど、
女性ならではの感性を生かした密な連携
で、支所内では正規職員とパート職員との
橋渡し的な存在にもなっている。だが、圧
倒的に男性が多い職場で、以前は女性の正
規職員をどのように扱えばいいのかわから
ないという、とまどいに似た空気があった
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と話す。かつては女性の正規職員が配置さ
れる支所は偏っていたが、皆が徐々に慣れ
ていき、今では女性の正規職員を受け入れ
る支所も増えたという。

　生活協同組合コー
プしが共済事業フロ
アの山本深雪さん
は 2010 年から共済
事業を担当してい
る。元々は配送担当
のパート職員だった
が、2007 年に正規
職員へ登用された。

現在は、配送担当者からの情報をもとに、
共済を利用したい組合員に保障内容や請求
用紙などの案内をするのが主な仕事である。
　配送は最も楽しさを感じていた仕事で、
毎週同じ時間・場所で自分の配送を待って
いる組合員の存在が嬉しかった。身近な人
の買い物の手伝いをしているような感覚
だったが、共済担当になって組合員の割り当
てがなくなったことは少し寂しく感じている。
加えて、共済はその仕組み上、家計と直結
しているため、担当者といえども他人の懐
事情を目の当たりにすることにとまどいが
あった。とはいえ、配送担当の頃から共済
の案内は好きな仕事だったので、共済担当
へ異動しても違和感は抱かなかった。配送
担当時から目指していた「組合員にも同僚
職員にも『また担当してもらいたい』と思っ
てもらえる職員になれるように」という心
構えも変わらなかった。
　山本さんには中学生と高校生の子供がい
る。以前と比べて子供に手がかからなく
なったことで、休日出勤や、遠方への出張
にも行きやすくなったことが、４年間での
最も大きな変化だと感じている。2013 年

度には担当していた支所で、共済事業の目
標を全て達成することができ、それを機に
他生協へ経験談を伝えに行くことが増えた。
　もっとも、この目標達成について山本さ
んは、自分は目標を達成できた支所の共済
担当だったけれども、本部の共済事業フロ
ア、職種を超えた支所のあらゆる職員など、
みんなの協力によって成しえたことであっ
て、決して自分ひとりの成果ではないこと
を強調する。組合員や現場の様々な職員と
密にコミュニケーションをとり、協力を得
られたことが目標達成につながったと考え
ている。

　座談会からの４年
間で結婚・出産を経
験し、生活環境が大
きく変わった職員も
いた。
　京都生活協同組合
洛東支部に勤務する
原（旧姓：渡辺）晶
さんは現在、入協６

年目だが、２年前に産休・育休を取得した。
入協３年目までは宇治市を中心に配送を担
当し、妊娠を機に個配推進の担当に異動し
た。昨年の春に復帰し、現在は時短勤務で、
休暇前と同じく個配推進を担当している。
　個配推進は組合員数の拡大や店舗利用者
に無店舗事業も利用してもらうように促す
ことが仕事である。仕事内容の性質上、毎
週同じ組合員と顔を合わせることはあまり
ないが、組合員の生活をサポートする職員
のひとりであるという意識から、組合員と
距離的に最も近い配送担当者にも、気持ち
よく仕事をしてもらえるような気配りを心
がけているという。
　生協以外の小売業者の展開状況や交通の
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便など買い物環境が地域によって違うた
め、個配推進の仕事は土地柄に左右される
のが難しいところである。ネットスーパー
など、インターネットで注文ができ、１週
間以内に商品が到着するサービスを展開す
る事業者も急増している。そんななかで原
さんは、新規組合員に生協の魅力を知って
もらう際に「生協の配送事業を利用したい」
ではなく、「生協の商品を利用したい」と
思ってもらえるようにと考えている。商品
情報を提供する時なども、1商品でも「こ
れは生協で買おう」と思ってもらえるよう
に工夫している。
　今は育児時短勤務を利用し、自分の生活
も仕事も大事にしているが、なりたい職員
像も持っている。今の個配推進は好きな仕
事で楽しさも感じているが、一方で、組合
員の意見や期待に十分応えきれていないこ
とも実感している。もっと多くの知識や能
力を身に着け、ゆくゆくは生協全体を広い
視野で見ることのできる職員になりたいと
思っている。

　市民生活協同組合
ならコープ職員の勝
田（旧姓：今）さや
佳さんは、現在、第
１子の育児休暇を取
得中。ならコープで
は子供が３歳になる
まで育児休暇を取る
ことができ、６歳に

なるまで時短勤務を選択できる。第２子を
妊娠中だが、落ち着けば復職を強く希望し
ている。
　勝田さんは入協４～７年目のときに配送
を専門に行う子会社へ出向した。サブリー
ダー的な存在として、自身も配送を担当し

ながら、コース作りや是正の仕事もこなし
た。仕事内容の面でも体力面でも厳しい環
境を経験した後、ならコープに戻り、組合
員の拡大などを担当した。
　勝田さんは育児を経験する中で、配送中
などに組合員から聞いていた子供に対する
思いを、より共感できるようになったとい
う。子供への責任から食品の安全性や添加
物にも気をつかうようになったが、その一
方で在職中をふり返り、もう少し組合員に
寄り添った対応ができたのではないかと悔
いも残っている。今は、子供と過ごす貴重
な時間を得られたことに感謝している。復
職後は、産休・育休中に一組合員として感
じたことも生かして、生協により貢献でき
るようがんばりたいと思っている。

　今回取材した職員の方々には、生協で働
く上で感じていること、考えていることに
共通点が多くあった。以下、６点にまとめ
てみたい。
　１点目は、生協の仕事に楽しさとやりが
いを感じており、長く勤めたいと思ってい
たことだ。加えて、研修・指導の機会だけ
でなく日常の業務から学んだこと、感じた
こと、経験したことを自らの糧として吸収
し、仕事に対して常にポジティブな姿勢を
持っている。
　２点目は、周囲の人々への感謝の気持ち
を常に忘れないということだ。これは、自
由度の高い上司の下でやりたい企画と向き
合えたという体験だけでなく、困った状況
に置かれたときも、いつも誰かが助けてく
れたということにも基づいている。どんな
時も、ひとりで仕事をしているわけじゃな
いことを意識しながら毎日の業務にあたっ
ている。
　３点目は円滑なコミュニケーションをと
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るためには、先に自分から考えや状況を相
手に正直に伝えることが重要だと心得てい
る点である。それは組合員とのやりとりだ
けでなく、職員同士であっても同様である。
　４点目には、生活環境や部署は異なって
も、それぞれに年齢を重ねたことと、経験
を積んだことで、組合員に近い目線で生協
の商品やサービスをはじめとした様々なも
のを見られるようになったことが挙げられ
る。組合員へ商品をすすめる際にも、自分
はどんな場面で利用しているか、など体験
にもとづいた話の方が説得力が増し、仕事
に有利に働いている。
　５点目は、自分たちが組合員に近い、女
性ならではの目線で商品やサービスについ
て考えることで、もっと生協を利用しても
らいやすい存在にできるのではないか、と
考えていることだ。このような気持ちを商
品・サービスというかたちで実現できるよ
うになれば、さらに一歩踏み込んで、生協
と組合員が近い関係になれると、筆者も考
える。
　また、自分たちのあとに続く女性職員が
もっと増えて欲しいという願いも持ってい
る。そのためにも、自分が先輩方にしても
らったことを、今度は自分が後輩にしてあ
げたいという気持ちで日々の業務にあたっ
ている。

　今回は４名の職員にご登場いただき、そ
れぞれの今の立場から自身の仕事について
語っていただいた。勤務生協や部署が違っ
ても、仕事をするうえで考えていることや
心がけていることに共通点が非常に多く、
興味深かった。なかでも、皆が楽しさとや
りがいを感じながら、元気にいきいきとし
ている姿は印象的で、少なくとも今回お話
を伺った限りではそれぞれの労働環境が

「ブラック生協」でないことが伝わってき
た。５年後、10 年後も変わらずに活躍さ
れ続けることを祈りたい。
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